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条件により、3本のテレビ塔は、互いに高さが異なる。 

3 本のテレビ塔の根元が、一直線上にあるとき、 CBA ,, はいずれもこの直線上にある。 

3 本のテレビ塔の根元が、一直線上にないときを考える。 

 

(解答 1) 

3 本のテレビ塔の先端を、高い順に RQP ,, とする。 

QRPRPQ ,, の延長が、平地とぶつかる点を、それぞれ CBA ,, とする。 

RQP ,, から平面に降ろした足を、それぞれ TSO ,, とし、 
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であるから、C は直線 AB上の点である。 

すなわち、3点 CBA ,, は一直線上にある。(証明終) 

 

(解答 2) 

3 点 CBA ,, は、3本のテレビ塔の先端によって定まる平面 上にある。 

平面 は、平地と平行ではないため、平地と交わり、交わった箇所は直線になる。 

3 点 CBA ,, は、平面 上かつ平地上にある。すなわち、一直線上にある。(証明終) 

 

 

※実は一切計算不要であることに、試験場で気づけた受験生が、どれだけいたか？ 
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1966 年京大理□3 旧 

4 点が一直線上に並んでいるとき、両端の 2点間を結ぶ線分の長さが最長になり、他に長さが等しい線分は存

在しないから、4点が一直線上に並んでいることはない。 

 

4 点中 3点が一直線上に並んでいるとき、例えば CBA ,, がこの順に一直線上に並んでいるとする。このとき、

ACが最長になり、 BCAB であれば、異なる長さが 3つ以上存在することになる。したがって、条件を満た

すためには BCAB でなければならないが、残りの点D について、 ACCDAD  となり、3 点 DCA ,, が正

三角形をなすため、不適。 

 

以上により、3点以上が一直線上に並んでいることはない。 

 

長さの等しい 3線分が、1 つの頂点 Aを共有しているとする。このとき、他の 3頂点 DCB ,, は正三角形をな

すため、不適。長さの等しい 3線分が、1つの頂点 Aを共有することはない。 

 

1a のとき 

考えられる 4点の配置は、右図の通り。 

aDACDBCBDACAB  ,1 である。 

このとき、四角形 ABCDは等脚台形であり、 AB∥DCである。 

対角線 BCAD, の交点を E とすると、 DCEBAECDEABE  ,  

であるから、△ ABE∽△CDEである。 

すると、 1,:1:  ACaECAE であるから 
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また、 ABD とすると、  CBDCDB であり、 2 ACBABC である。 

2 BECBCE であるから、△ ABC∽△ BCEである。 

CEBCBCAB ::  であるから 
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1a のとき 

4 点の配置は、 1a のときと相似であり、 1,  DACDBCaBDACAB である。 

このときの aの値は 
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以上により 
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a  ……(答) 

 

 

※4 点の配置が 1通りしかないことの論証が、これで十分かどうか。なお、 1805 より  36 である。 
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